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雑
誌
月
間 

平
成
24
年
４
月
26
日
（
木
） 

新
世
代
奉
仕
・
職
業
奉
仕
例
会 

「
そ
の
と
き
」 

あ
な
た
は
ど
う
す
る
？ 

～
消
防
士
に
き
く 

東
日
本
大
震
災
と 

来
る
べ
き
東
海
大
震
災
～ 

 
 

 

於 

雲
心
寺（
た
か
く
ら
幼
児
園
） 

 

会
員 

62
名 

出
席
計
算
数 50

名
中
３６
名
出
席 

出
席
率
72
・
00
％ 

前
々
回
出
席
率
96
・
23
％ 

  

ゲ
ス
ト 

名
古
屋
市
消
防
局 
防
災
部
防
災
室 

防
災
計
画
主
幹 

難
波
伸
治
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

雲
心
寺
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

川
畑 

博
敬
・
渡
辺 

観
永 

 
 

 
 

前
田 

隆
久
・
浅
野 

 

彰 

 
 

 
 

川
口 

小
折
・
加
藤
巳
千
彦 

 
 

 
 

岩
崎 

征
一
・
堀
江 

英
弥 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
比
野
富
士
男 

雲
心
寺
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

田
崎 

雅
三
・
佐
藤 

 

彰 

近
藤
宏
一
郎
・
酒
井 

 

修 

青
木 

靖
高
・
丹
下 

富
博 

伊
藤 

与
則
・
木
村 

光
徳 

難
波
さ
ん
講
演
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

草
野 

勝
彦 

達
夫
さ
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
つ

か
ず
離
れ
ず
お
互
い
に
楽
し
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
！ 

 
 

 
 

近
藤 

明
美 

モ
ス
ク
ワ
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。 

 
 

 

山
口 

正
孝 

林
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
桑
山
さ
ん
、

お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

松
永 

裕
子 

  

卓 

話 

「
そ
の
と
き
」
あ
な
た
は
ど
う
す
る
？ 

名
古
屋
市
消
防
局 

 

防
災
部
防
災
室 

防
災
計
画
主
幹 

難
波
伸
治
さ
ん 

                       

        

１
．東
日
本
大
震
災
、
阪
神
淡
路
大
震
災 

の
概
要 

２
．東
海
地
震
・ 

東
南
海
連
動 

地
震
の
想
定 

３
．国
の
地
震
対 

 
 

策 

４
．東
日
本
大
震 

   

災
以
降
の
国
、 

   

名
古
屋
市
の 

動
き
（
平
成
23
・
24
年
度
） 

５
．津
波
避
難
ビ
ル
指
定
等
推
進
事
業 

６
．地
震
時
の
心
得 

 

新
世
代
奉
仕
・
職
業
奉
仕
例
会 

「
そ
の
と
き
」
あ
な
た
は
ど
う
す
る
？ 

～
消
防
士
に
き
く 

東
日
本
大
震
災
と 

 
 

来
る
べ
き
東
海
大
震
災
～ 

 

職
業
奉
仕
委
員
長 

前
田 

隆
久 

４
月
26
日
（
木
）、
地
元
の
人
た
ち

に
も
呼
び
掛
け
て
、「
名
古
屋
市
消
防
局

に
学
ぶ 

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と
東

海
大
震
災
」
と
題
し
た
、
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。 

場
所
は
、
職
場
例
会
を
兼
ね
、
雲
心

寺
さ
ん
（
新
入
会
員
桑
山
光
俊
さ
ん
の

お
寺
）
の 

本
堂
を
お 

借
り
し
て 

行
い
、
当 

日
は
、
会 

員
、
一
般
、 

合
わ
せ
て
１
０
０
名
を
超
す
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

講
師
に
、
名
古
屋
市
消
防
局
防
災
部 

防
災
室
防
災
計
画
主
幹
、
難
波
伸
治
さ

ん
を
お
招
き
し
て
、
実
際
に
東
海
大
地

震
が
起
き
た
場
合
、「
名
古
屋
市
は
、
ど

の
程
度
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
の
か
、

市
は
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
自
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
何
を

し
た
ら
い
い
の
か
」
を
約
１
時
間
お
聞

き
し
ま
し
た
。 

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
解
り
易
く
、

ま
た
、
熱
田
区
の
事
例
も
織
り
交
ぜ
た

身
近
な
話
に
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

講
演
に
先
立
ち
、
雲
心
寺
さ
ん
の
経

営
す
る
高
蔵
幼
児
園
の
園
児
た
ち
が
、 

追
悼
の
般 

若
心
経
を 

唱
え
、
桑 

山
さ
ん
の
、

お
寺
の
説

明
等
も
あ

っ
た
り
、

歴
史
の
あ

る
雲
心
寺

を
見
学
で

き
た
り
、

職
場
例
会 
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と
し
て
も
、
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

               

雲
心
寺
（
た
か
く
ら
幼
児
園
） 

名
古
屋
市
熱
田
区
尾
頭
町
３-

19 

  

地
区
協
議
会
報
告（
４
月
19
日
例
会
） 

次
年
度
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
長 

田
崎 

雅
三
さ
ん 

        

ク
ラ
ブ
奉
仕
と
は
例
会
運
営
・
親
睦

の
あ
り
方
、
新
会
員
教
育
、
家
族
会
の

あ
り
方
、
広
報
の
あ
り
方
、
Ｉ
Ｔ
利
用

の
あ
り
方
を
通
じ
て
ク
ラ
ブ
内
へ
奉
仕

す
る
こ
と
で
あ
る
と
の
改
め
て
の
確
認

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｉ
Ｔ
委
員
会
か
ら
は
過
去
の
歴
史
を

若
い
世
代
の
方
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
、

地
区
Ｈ
Ｐ
に
１
９
４
９
年
～
の
月
信
を

集
め
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

会
員
増
強
に
つ
い
て
は
「
全
ク
ラ
ブ

に
女
性
会
員
を
」
と
の
提
唱
が
あ
り
ま

し
た
。
現
在
、
49
ク
ラ
ブ
に
て
１
７
４

名
の
女
性
会
員
が
お
り
、
33
ク
ラ
ブ
に

女
性
会
員
が
い
ま
せ
ん
。 

広
報
か
ら
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
活
動
を

広
く
社
会
に
伝
え
会
員
増
強
に
つ
な
げ

る
方
針
の
趣
旨
が
報
告
さ
れ
現
在
、
中

部
経
済
新
聞
に
て
「
私
と
ロ
ー
タ
リ
ー
」

の
掲
載
を
進
め
１
０
５
回
に
及
ん
で
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
地
区
Ｈ
Ｐ
に
て

閲
覧
で
き
る
の
で
各
ク
ラ
ブ
に
て
報
告

し
て
欲
し
い
旨
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

各
ク
ラ
ブ
間
、
マ
ス
コ
ミ
と
の
情
報

交
換
が
で
き
る
Ｈ
Ｐ
の
シ
ス
テ
ム
制
作
、

fa
c
e
b

o
o
k

は
２
０
１
２
年
７
月
立
ち

上
げ
る
予
定
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

２
７
６
０
地
区
会
員
の
中
か
ら
、
自

薦
・
他
薦
で
分
野
別
の
卓
話
者
リ
ス
ト

を
作
成
し
、
卓
話
者
リ
ス
ト
を
地
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
。
ま

た
、
各
ク
ラ
ブ
の
翌
月
卓
話
予
定
者
の

情
報
を
集
約
し
、
地
区
の
Ｈ
Ｐ
に
て
掲

載
予
定
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

Ｒ
Ｉ
新
戦
略
計
画
（
２
０
１
０
～
２

０
１
３
）
で
は
３
つ
の
優
先
実
践
項
目

の
徹
底
が
重
要
で
あ
る
意
向
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。 

①
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
ト
と
強
化 

 

②
人
道
的
奉
仕
の
重
点
化
と
増
加 

③
公
共
イ
メ
ー
ジ
と
認
知
度
の
向
上 

ま
た
、
２
０
１
０
年
の
公
共
イ
メ
ー

ジ
調
査
（
日
本
）
に
お
い
て
下
記
の
数

値
の
デ
ー
タ
の
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
を
認
知
し
て
い
な
い
」

→
50
％
、
「
認
知
し
て
い
る
が
、
理
解

し
て
い
な
い
」
→
28
・
50
％
、
「
あ
る

程
度
理
解
し
て
い
る
」
→
21
・
50
％
。 

以
上
、
第
二
分
科
会
の
ご
報
告
を
致

し
ま
す
。 

 次
年
度
国
際
奉
仕
委
員
長 吉

田 

憲
一
さ
ん 

        

第
５
分
科
会
国
際
奉
仕
関
連
部
門 

次
年
度
の
テ
ー
マ 

「
国
際
理
解
を
深
め
、
奉
仕
を
通
じ
て 

平
和
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。」 

 

世
界
で
は
、
ま
だ
ま
だ
飢
餓
に
苦
し

ん
で
る
人
、
飲
み
水
に
困
っ
て
い
る
な

ど
世
界
事
情
を
理
解
し
て
国
際
奉
仕
を

通
じ
平
和
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

今
年
度
の
事
例
紹
介 

・
識
字
率
向
上
に
つ
い
て 

 
 

 

次
期
識
字
率
向
上
委
員
長 

鈴
木 

吉
男
さ
ん 

・
ラ
オ
ス
の
小
学
校
学
用
品
の
支
援 

豊
橋
ゴ
ー
ル
デ
ン
Ｒ
Ｃ 

 

高
橋 

雅
男
さ
ん 

・
第
19
回
日
本
愛
知
奨
学
金
基
金 

引
き
渡
し 

春
日
井
Ｒ
Ｃ 

 
 

 
 

 

峠 

テ
ル
子
さ
ん 

次
年
度
の
活
動
予
定 

・
ク
ラ
ブ
独
自
で
何
の
国
際
奉
仕
活
動 

を
さ
れ
ま
す
か
？ 

・
地
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加 

・
地
区
の
準
備
す
る
視
察
旅
行
に
参
加 

・
後
日
地
区
よ
り
次
年
度
の
活
動
ア
ン 

ケ
ー
ト
配
布 

  

名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
合
会 

東
日
本
大
震
災 

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
２ 

日
時
／
２
０
１
２
年
５
月
24
日
（
木
） 

午
後
６
時
開
場 

６
時
30
分
開
演 

入
場
料
／
無
料 

要
整
理
券 

（
１
，０
０
０
円
の
義
援
金
に
ご
賛
同
く
だ
さ
い
。） 

義
援
金
贈
呈
先
／
あ
し
な
が
育
英
会 

主
催
／
名
古
屋
地
区
Ｒ
Ｃ
合
唱
団
連
合
会 

協
力
音
楽
家
／
夏
目
久
子
・
井
原
義
則 

川
口 

豊
（
中
部
名
古
屋 

み
ら
い
Ｒ
Ｃ
初
代
会
長
） 

出
演
団
体
／
名
古
屋
名
南
Ｒ
Ｃ
混
声
合

唱
団
／
メ
ー
ル
・
ア
カ
ン
タ
ー
レ
（
名
古

屋
東
南
Ｒ
Ｃ
）
／
コ
ー
ル
・
カ
メ
リ
ア
（
名 

       

古
屋
名
駅
Ｒ
Ｃ
）
／
コ
ー
ル
・
ス
イ
ー
ツ
（
あ

ま
Ｒ
Ｃ
）
／
オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
（
名
古
屋

大
須
Ｒ
Ｃ
）
／
コ
ー
ル
・
Ｒ
名
古
屋
（
第
２

７
６
０
地
区
15
ク
ラ
ブ
） 

 

５
月
17
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

５
月
12
日
（
土
） 

春
の
家
族
旅
行 

―
新
緑
の
牧
草
地
で
の 

和
気
あ
い
あ
い
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー 

＆
白
川
郷
観
光
―  

＊
出
発 

芸
文
セ
ン
タ
ー
南
側 

午
前
８
時
30
分 

５
月
24
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ 

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
２  

開
場 

午
後
６
時
00
分  

開
演 

午
後
６
時
30
分  

  

広
報
委
員
会 

酒
井 

 

修
・
吉
田 

明
夫 

松
永 

裕
子
・
小
野 

定
男 

 
 

 
 

西
鶴 

智
香 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た 

 

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


